


 

第２０期 個別注記表 

 

   

    

１．重要な会計方針 

（１） 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

未成工事等支出金…………個別原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産………定率法:下記以外の有形固定資産 

定額法：平成 28 年 4 月 1 日以後取得する建物附属設備及び構築物              

② 無形固定資産………定額法 

（３） 引当金の計上方法 

① 賞与引当金…………従業員に対し支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額基準 

に基づき計上しております。 

② 退職給付引当金……従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付    

         職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年度末におい 

                     て発生している額を計上しております。 

                      なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤  

               残存勤務期間以内の一定の年数（１４年）による定額法により翌 

               事業年度から費用処理しております。 

（４） リース取引の処理方法 

物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のﾌｧｲﾅﾝｽﾘｰｽ取引については、 

売買による処理としております。 

（５） 消費税等の会計処理………………………税抜き方式 

 

２．会計方針の変更 

（減価償却方法の変更） 

 有形固定資産の減価償却については、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に

関する実務上の取扱い（実務対応報告第 32 号 平成 28 年 6 月 17 日）」に基づき、当年度新

たに対象資産を取得したことから当事業年度より適用し、平成 29 年 4 月 1 日以後に取得する

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 

３．貸借対照表注記 

（１）支配株主との債権・債務額 

① 短期債権                   ３，７９０，９３５千円 

② 短期債務                         ２７７千円 

（２）有形固定資産の減価償却累計額                 ３６，９０９千円 

(３) 偶発債務 

  電力会社の配電柱等使用にかかる債務保証       １４７,７９６千円 

  

４．損益計算書注記 

支配株主との取引高 

① 営業収益                        ３，８０５，７３０千円 

② 営業費用                             ７１，１６７千円 

③ 営業外収益                           ２，８５４千円 
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５．株主資本等変動計算書に関する注記 

（１）当期末の発行済株式総数                            ９,４００株 
（２）剰余金の配当に関する事項 

配当金支払額 
 平成２９年６月２０日開催の第１９期定時株主総会決議による配当 
・配当金の総額                     ８６，４８０千円 

    ・１株あたりの配当額                   ９，２００円 
    ・基準日                     平成２９年３月３１日 
    ・効力発生日                   平成２９年６月２１日 
(３)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力が翌期になるもの 

   平成３０年６月１５日開催予定の第２０期定時株主総会において次のとおり付議 
いたします。 

     ・配当金の総額                  １１８，４４０千円 
     ・１株あたり配当額                           １２，６００円 
         ・基準日                   平成３０年３月３１日 
     ・効力発生日                 平成３０年６月１８日 
         
 

 

６．１株当たり情報に関する注記 

① １株あたり純資産額                 ３８８,７７６円４５銭 

② １株あたり当期純利益                ３５,９８５円２７銭 

    

以上 


